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特
集

Special Feature

金森香、藤原撤平、中村茜の3人が理事を務め、企画・運営しています。
建築・パフォーマンス・ファッション・アートなど
様 な々ジャンルから漂流してくる、エネルギッシュな日本のクリエーションを
ドンドン海外に漂流させて、あるいは海外のまだ見ぬ
クリエーションを日本にまで漂流させて、
今までにないダイレクトかつメトロポリタンで、
ポップでまじめなシーンを、
さっさと近所の路地裏から実現させていきます
drifters-intl.org

―

― 金森香｜Kao Kanamori

 ファッションブランド「シアタープロダクツ」を01年設立。
 取締役として今にいたる。09年よりスペクタクル・イン・ザ・ファーム実行委員長。
 10年よりNPO法人ドリフターズ・インターナショナル理事。
 シアタープロダクツとしては都内に3店舗をかまえながら、
 一般に向けたファッションショーや海外ワークショップなどの活動も行っている。
 NPOの活動としては「ドリフのファッション研究室」を10年に始動。

― 中村茜｜Akane Nakamura

 04年―08年STスポット横浜プログラムディレクター、
 08年より株式会社プリコグ代表取締役。
 09年よりスペクタクル・イン・ザ・ファーム実行委員、
 10年NPO法人ドリフターズ・インターナショナル設立。
 プリコグでは岡田利規／チェルフィッチュ、矢内原美邦／ニブロール、
 康本雅子らのマネージメントや海外展開、
 吾妻橋ダンスクロッシング等のプロジェクトも手掛ける。
 10年よりイベント＆ギャラリースペースSNACの企画運営を始動。

― 藤原撤平｜Teppei Fujiwara

 横浜国立大学大学院修了後、
 01年より隈研吾建築都市設計事務所勤務、現在同事務所設計室長。
 08年より横浜国立大学非常勤講師、
 09年よりフジワラテッペイアーキテクツラボ代表、
 10年よりNPO法人ドリフターズ・インターナショナル理事、
 東京理科大学非常勤講師。

「ライブ編集」というコンセプトのもと、
会場にて建築家のレクチャー＋インタビュー、その文字起こし、
レイアウトなど、取材・編集作業をライブ形式で行い、
フリーペーパー『ROUNDABOUT JOURNAL』を
即日発行するというメディア型のイベントです

―

日時：2011年9月19日［祝］｜開始＝13:00｜終了＝17:00

会場：BankART Life3 新・港村 Aゾーン
タイトル：「決定の設計」
主催：TEAM ROUNDABOUT ＋ NPO法人ドリフターズ・インターナショナル
ゲスト：メジロスタジオ、末光弘和［SUEP］、山道拓人［g86］、noma

モデレーター：藤村龍至、藤原徹平
―

ROUNDABOUT  JOURNAL［媒体概要］
企画・編集：藤村龍至／山崎泰寛
編集協力：伊庭野大輔／藤井亮介／松島潤平／本瀬あゆみ／刈谷悠三
デザイン：刈谷悠三
発行部数：5000部
配布＝LIXIL:GINZAおよび大学、書店、ギャラリー等にて
―

vol.01 「1995年以後の建築」［タブロイド版／2007年3月発行］
vol.02 「1995年以後の都市」［タブロイド版／2007年3月発行］
vol.03 「都市ビューティ革命」［タブロイド版／2008年1月発行］
vol.04 「オルタナティブメディアは必要か」［建築雑誌2008年1月号］
vol.05 「愛と力の関係」［ライブ編集版／2008年1月発行］
vol.06 「続・愛と力の関係」［ライブ編集版／2008年1月発行］
vol.07 「議論の場を設計する」［Dialogue［台湾］2008年4月号］
vol.08 「マイ・アイデンティティ」［タブロイド版／2009年1月発行予定］
vol.09 「手の内側」［ライブ編集版／2009年1月発行］
vol.10 「メタボリズム2.0」［ライブ編集版／2010年2月発行］
vol.11 「アーキテクト・アーティスト」［ライブ編集版／2010年10月発行］

建築家、編集者、グラフィックデザイナーからなるメディア・プロジェクト・チーム。
2002年、藤村龍至と山崎泰寛により活動開始、2007年より現編成。
「議論の場を設計する」をスローガンにフリーペーパー『ROUNDABOUT JOURNAL』、
イベント『LIVE ROUNDABOUT JOURNAL』、
ウェブマガジン『ART and ARCHITECTURE REVIEW』の
企画・編集・制作を行うほか、書籍の出版、全国各地でのシンポジウムの開催、
展覧会のキュレーションなどを精力的に展開し、
独自の現代日本建築・都市論を提示している
aar.art-it.asia

―

― 藤村龍至｜Ryuji Fujimura

 1976年東京都生まれ。東京工業大学大学院、
 ベルラーへ・インスティテュート、ISSHO建築設計事務所共同主宰を経て、
 藤村龍至建築設計事務所主宰。2010年より東洋大学専任講師

― 山崎泰寛｜Yasuhiro Yamasaki

 1975年島根県生まれ。横浜国立大学、京都大学大学院を経て、
  『建築ジャーナル』編集部勤務

― 伊庭野大輔｜Daisuke Ibano

 1979年東京都生まれ。
 東京工業大学大学院を経て、日建設計勤務

― 藤井亮介｜Ryosuke Fujii

 1981年香川県生まれ。
 東京工業大学大学院を経て、坂倉建築研究所勤務

― 松島潤平｜Jumpei Matsushima

 1979年長野県生まれ。
 東京工業大学大学院、隈研吾建築都市設計事務所を経て、
 2011年松島潤平建築設計事務所設立

― 本瀬あゆみ｜Ayumi Motose

 1980年長野県生まれ。東京藝術大学、東京工業大学大学院、
 隈研吾建築都市設計事務所を経て、2011年ASDL設立

― 刈谷悠三｜Yuzo Kariya

 1979年東京都生まれ。
 大阪工業大学、東京工業大学研究生、アトリエ・ワン、
 schtüccoを経て、neucitora主宰
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チームラウンドアバウト

NPO法人ドリフターズ・インターナショナル

Design  of

TEAM ROUNDABOUT による
ライブイベント「LIVE ROUNDABOUT JOURNAL」の「新・港村」での特別バージョン。

 建築家やアーティストが自身の活動のプレゼンテーションを行い、
参加者らでtwitterでの実況を行った上で、

それらのログをもとにフリーペーパーをその場で編集・作成・配布をします。  

TUOBADNUOR  JOURNAL vol.12
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本
誌
は
即
日
発
行
を
趣
旨
と
し
て
収
録・
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、可
能
な
限
り
適
正
な
表
現
と
す
る
よ
う
努
め
ま
し
た
が
、一
部
発
言
者
の
意
図
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。そ
の
責
任
は
編
集
部
に
あ
り
ま
す
。｜
所
属
・
役
職
等
は
発
行
当
日
時
点
の
も
の
で
す
。

［公開版］
web

ROUNDABOUT JOURNAL
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ョ
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て

い
る

。そ
れ

ら
を

明
快

な
段

取
り

と
ト

レ
ー

サ
ビ

リ
テ

ィ
に

よ
っ

て
出

来
る

限
り

統
一

さ
せ

る
こ

と
が

、
超

線
形

設
計

プ
ロ

セ
ス

に
お

け
る

最
も

重
要

な
ポ

イ
ン

ト
だ

と
考

え
る

。｜
●

 振
り

返
っ

た
と

き
誰

も
が

同
じ

履
歴

を
イ

メ
ー

ジ
で

き
る

こ
と

、こ
れ

こ
そ

が
最

も
幸

せ
な

建
築

の
建

ち
方

な
の

だ
、と

い
う

潜
在

的
な

確
信

と
主

張
が

あ
る

。｜
●

 こ
こ

で
思

い
出

さ
れ

る
の

は
、内

藤
廣

さ
ん

の

言
葉

。「
一

番
い

い
建

築
の

あ
り

方
と

い
う

の
は

、そ
れ

に
か

か
わ

っ
た

全
員

が
、｢こ

れ
は

俺
が

や
っ

た
ん

だ
｣と

言
え

る
こ

と
で

は
な

い
か

と
、僕

は
思

っ
て

い
ま

す
。」｜

●
 都

市
は

誰
の

も
の

で
も

な
い

が
、誰

の
も

の
で

も
あ

る
。自

分
の

問
題

と
し

な
け

れ
ば

、都
市

は
自

分
の

も
の

に
な

ら
な

い
。｜

●
 藤

村
さ

ん
の

超
線

形
プ

ロ
セ

ス
と

い
う

イ
ン

ヴ
ォ

ル
ヴ

手
法

は
、

誰
も

が
都

市
の

問
題

を
自

分
の

問
題

と
認

識
さ

せ
る

マ
ジ

ッ
ク

。
建

築
的

行
為

に
よ

っ
て

都
市

を
作

る
た

め
の

土
台

を
設

計
す

る
行

為
と

言
い

換
え

ら
れ

る
だ

ろ
う

。｜
●

 北
仲

ス
ク

ー
ル

の
ワ

ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

面
白

い
と

こ
ろ

は
、

用
途

で
は

な
く

、都
市

形
態

か
ら

都
市

を
考

え
る

、と
い

う
極

め
て

ハ
ー

ド
的

な
側

面
か

ら
ス

タ
ー

ト
す

る
と

こ
ろ

だ
。｜

●
 都

市
形

態
に

は
正

し
さ

が
存

在
す

る
。｜

●
 人

、
車

と
い

っ
た

単
位

が
移

動
・

滞
留

・
交

錯
す

る
た

め
の

建
築

計
画

学
的

ス
ケ

ー
ル

。
風

景
の

抜
け

。日
照

。｜
●

 都
市

を
自

分
の

も
の

と
し

た
次

の
ス

テ
ー

ジ
は

、
建

築
設

計
こ

そ
が

担
え

る
都

市
の

正
し

さ
、

美
し

さ
を

検
証

す
る

こ
と

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
あ

り
方

を
問

う
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
あ

り
な

が
ら

、そ
の

次
元

の
実

験
も

織
り

交
ぜ

ら
れ

て
い

た
と

考
え

る
。

●
●

●
 藤

原
さ

ん
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

。
道

具
と

し
て

の
モ

ニ
ュ

メ
ン

タ
リ

ズ
ム

。｜
●

 シ
チ

ュ
ア

シ
オ

ニ
ス

ト
の

都
市

論
が

全
て

の
ベ

ー
ス

。
こ

ち
ら

も
都

市
を

自
分

の
も

の
と

す
る

た
め

の
ひ

と
つ

の
方

法
だ

。｜
●

 ア
ン

カ
ー

を
つ

な
い

で
い

く
都

市
イ

メ
ー

ジ（
世

界
把

握
）。

記
憶

を
つ

な
い

で
つ

く
ら

れ
る

人
生

イ
メ

ー
ジ

と
シ

ン
ク

ロ
す

る
、

人
間

と
し

て
極

め
て

ラ
デ

ィ
カ

ル
な

あ
り

方
。｜

●
 O

M
A

の
IIT、外

の
シ

ン
ボ

リ
ズ

ム
と

内
の

即
物

的
な

イ
ン

フ
ラ

交
錯

の
共

存
。

両
義

的
な

カ
ム

フ
ラ

ー
ジ

ュ
・ア

イ
デ

ン
テ

ィ
テ

ィ
の

実
装

。｜
●

 た
し

か
に

メ
ジ

ロ
ス

タ
ジ

オ
を

モ
ニ

ュ
メ

ン
タ

リ
ズ

ム
で

読
み

解
く

こ
と

は
出

来
る

。｜
●

 「
藤

原
：

な
ん

と
な

く
状

況
が

混
ざ

っ
て

し
ま

う
事

は
建

築
家

が
介

入
し

な
く

て
も

作
れ

て
し

ま
う

。」な
ら

ば
越

境
を

目
的

と
し

て
い

る
nom

a
の

活
動

は
再

定
義

す
る

必
要

あ
り

か
も

。｜
●

 間
違

え
て

も
い

い
都

市
。

そ
れ

が
シ

チ
ュ

ア
シ

オ
ニ

ス
ト

の「
正

し
さ

」な
の

だ
ろ

う
。｜

●
 都

市
形

態
の

正
し

さ
を

ど
う

間
違

え
な

が
ら

実
現

す
る

か
！？

す
ご

い
言

葉
だ

。｜
●

 nom
a

の
射

程
の

先
が

、極
め

て
い

ま
論

理
的

に
語

ら
れ

て

い
る

ぞ
｜

●
 デ

ィ
レ

ク
タ

ー
が

い
な

い
こ

と
＝

誰
で

も
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
に

な
れ

る
、こ

れ
は

シ
チ

ュ
ア

シ
オ

ニ
ス

ト
の

概
念

そ
の

も
の

。
明

日
に

は
誰

も
が

何
に

で
も

な
れ

る
社

会
。｜

●
 ポ

ス
ト

モ
ダ

ン
の

終
わ

り
な

き
日

常
を

、と
こ

と
ん

ア
ク

テ
ィ

ヴ
に

楽
し

む
方

法
な

の
か

｜
●

 ポ
ス

ト
モ

ダ
ン

に
お

け
る

シ
ン

ボ
リ

ズ
ム

、モ
ニ

ュ
メ

ン
タ

リ
ズ

ム
の

再
定

義
、

で
し

た
ね

古澤_どのような思想で

設計しているか。JAの震

災特集号の吉村靖孝さ

んとスタンスが似ている。
｜古澤_両義性について

興味がある。有名なのは
ルビンの盃｜古澤_メジロ

スタジオ「両義性」につ
いて。反転した地図。両義性のある町とは反転しても地図の印象が変
わらない町。｜古澤_都市の中での両義性について。ヨーロッパの建築と
その隙間の両義性が興味深い。｜古澤_両義性の興味について自分た

ちの言葉に置き換えると「カモフラージュ・アイデンティティ」｜古澤_カモ

フラージュの代表例。迷彩色はいろんな色が混じっている状態であっ
て、「色」ではない。｜古澤_カモフラージュ・アイデンティティ 迷彩色は模

様なのに「色」として一般化されている。｜古澤_もう一つは擬態。環境に
合わせて色を変えるしたたかさに惹かれている。｜古澤_9世紀の5本足

の動物の彫刻。横から見たときと前から見たときと見え方が違う。統合
されない全体性ともいえる。｜古澤_隈さんの論文、『パドックからカラオ
ケへ』の参照。現在はyoutubeに代表されるようにカラオケから世界へ

発信できる可能性がある。｜古澤_首都高。都市の中にサーキットを作
るのは合理的ではない。超合理的な考え方じゃないと成立しない。｜古
澤_再生回数は観客動員数的に世界へ通用してしまう。｜古澤_マジョリ

ティとマイノリティ。多数派に対して建築家がどうコミットしていくか。｜古
澤_郊外をどう捉えるのか、を考えている。マジョリティとマイノリティをつ
なぐヒントがある。｜古澤_隈さんの「パドックからカラオケへ」この状況
はかわりつつある。カラオケより閉じている自分の部屋での鼻歌がユー
チューブで何万回を再生されている。その二つの状況をつなぐような。
白鳥が水面でバタ足しているアイデンティティと優雅に飛んでいるアイデ

ンティティ。｜古澤_立野の住宅の説明。中の間仕切りは自由に変えら
れるようになっている。また外壁の表皮ではツルツルの面とザラザラの
面がある。窓は一見ランダムのように見えるが、角度によって連続してみ
える。｜古澤_当初、プランはもう決まっていた。出来上がった図面に色づ
けすることだけが要求されていた。｜古澤_どのビルディングタイプにも属

さない建築。テクスチャーをつるつるとザラザラを交互に反復。光によっ
て劇画的に。窓の位置も内部の使いやすさによって決めている。外観
の表面積を増やすことでまちへひらく｜古澤_結果的にはプランが変わっ

てしまったが、階段と室の配置などそれぞれの位置関係は変えていな
い。｜古澤_東府中の集合住宅。パターンの反復によって交換可能な形
式をつくる。｜古澤_全部屋角部屋、そしてリゾートホテルのような外観
（笑） ｜古澤_一般的なnLDK。南面バルコニー、各部屋角部屋。リゾー
トホテルのような外観。四十五度ふることで耐力壁を。｜古澤_『立川空
想不動産』。埋もれている不動産を発掘するようなプロジェクト。その
中で自分たちで作った集合住宅を自分たちでリーシングするスキームを

つくった。｜古澤_インタラクティブでもなく、一方的に発信するわけでもな
い。発信側と受信側に「似せるべきモデル」という第三者を媒介する異
質なコミュニケーションを「カモフラージュ・アイデンティティ」と位置づけ
たい。｜藤原_末光さんは環境をテーマにした予言めいたことを言ってい

るので興味がある。
―

末光_環境というと自然

がテーマだが、今までは
アナロジーもしくはメタ

ファーに過ぎないという

印象があった。｜末光_

「新しい快適性」につい
て。自然環境の中には

様 な々快適性がある。｜末光_6つのKEY WORD。身体から都市ま
で。｜末光_kubomiという住宅。大地に蓄熱するシステムをつくった。
空間と一体化した快適性を求めた。｜末光_見えないコンテクスト、につ
いて。地形の立体測量と地中の温度測定、地質の調査を行った。調査
を精密にすることでよりこれまで見えなかった環境が見えてきた。｜末光
_クールチューブの建築化。高解像度の眼で見たときに出てきたコンテ
クストを使った例。｜末光_自然に内在するシステム、について。我孫子
の住宅kokage。暑がりのお施主さんだったの建築的に木陰が連続す
る構成を考えた。｜末光_木陰の隙間からは光が漏れている。一つの大
きな屋根ではなく、小さなスケールの集合体として平面を構成した。｜末
光_柱と頬杖という構造的な側面と、井戸水を利用した輻射冷房という
設備的な側面の両方を併せ持った柱。｜末光_環境アルゴリズム、につ
いて。3階建てスキップフロアの構成で、外皮をルーバーで覆っている。
雨水の潅水システムを利用し、外皮のルーバーに散水するしくみ。｜末
光_木の葉っぱがそれぞれお互いの葉っぱの影になっていないことを、
ルーバーにも応用した。均質ではないことが環境的な合理性を持って
いる。｜末光_経済＋環境、について。伊東事務所時代の集合住宅。商
業的価値＋環境的価値＝MONEYとなるような配置計画を考えた。｜
末光_枝葉のような平面計画によって、外部環境を積極的に取りこんだ
り、見合いの関係を解消できたりと多くのプラスがあった。｜末光_こちら

から提案したのはあくまでルールの提案だった。ディベロッパーなどから
さらに発展させるような意見が出たのが印象的だった。｜末光_環境の

公共性、について。既存の道路の半分を緑道にすることで都市の温度
を下げる提案をJAで行った。｜末光_以上を踏まえた今後のビジョン。
デザイン・製作・検証を行いながら、それらをストックしていきたい。｜末
光_環境を公共性のきっかけに。ひらいていくことでコミュニティができな
いか。こららをどのように具現化するか。事務所をデザイン・ラボ・制作
の三つのグループをつくる体制を整えている。プロダクションとデザイン
をセットにしたアトリエを模索中。｜藤原_性能の話をしながらシンボル

性も同時も持っている。｜藤村_続いて山道氏［g86］とnoma氏によるプ

レゼンテーション。
―

山道_東工大博士課程

1年目。研究と設計。｜
山道_g86の活動につい

て。「一次情報」をつくる
目的でウェブサイトを立

ち上げた。｜山道_1次情

報を自分たちの手でつか

む。｜山道_QR code museumについて。東急文化会館の敷地で行っ

た。仮囲いにQRコードを貼り付け、携帯で読み込むことによってアー
ティストの作品を見ることができる。｜山道_厚みゼロの作品であり、且つ
ゴミも出ない。｜山道_JAでの提案について。何百年、何千年語り継が
れるモニュメント。「かたち」ではなく「かた」に興味があった。｜山道_未

完の民家。眠っている光・時間などをどのようにして甦らせるか。｜山道_

無数のトライアルを通じて、できてた言葉。Share is More。｜山道_「建
築」の時間・ライフサイクルに介入する建築家像を目指し、「ツクルバ」と
いう会社を立ち上げた。｜山道_シェアオフィス。樹形図のようなオフィス
レイアウトによって関係がより有機的になる。｜山道_kenchikuteki.com

のプロジェクト。巨匠達のスケッチのトレースなどを通して建築理論の
教科書をつくるプロジェクト。｜山道_震災に対するアクションでもある。
僕らは腰を据えて先人たちの知恵を読み解いていくことを実践すること

が必要だと思った。｜山道_個人の集合が空間を作り出すような、新し
いメタボリズムとも呼べるものを目指したい。｜続いてnomaのプレゼン

テーション

―

伊藤_漂流する映画館、
について。｜伊藤_ドリフ

ターズのサマースクール

は建築コース、演劇コー
スなど様 な々コースがあ

る。最初のスクールでは
『アンバランス色素ルー

シー』というタイトルだけが決まっていて、公演に向けてそれぞれのチー
ムが奔走した。｜伊藤_建築・ダンス・ファッションの融合。既存の平面
をオーガンジーなどで仕切りながら再構成していく。｜伊藤_BEYOND 

BORDER。越境することで見える風景があるのではないか。建築から
ダンスを作ることも可能だという発見が一つのきっかけでもあった。｜伊
藤_建築・アート・ダンスなどクリエイション境界を取り除くことでそれぞ
れの本質がみえてくるのではないか。｜伊藤_建築／環境／状況をセルフ
ビルドする。｜伊藤_建築と映画の境界を越境する試みとして Cinema 

de Nomadの構想がある。｜藤原_クリエーションの問題というよりディレ

クションの問題ではないか。｜藤村_これより最後のセッション。藤村＋
藤原のプレゼンテーション。作品をお見せするというよりお互いのワーク
ショップの経験から建築論を展開させたい。
―

藤村_アーキテクトの時

代。｜藤村_ヤカンの要求

条件の図。ツリー化した
ダイアグラム。｜藤村_ア

レクザンダーの試みは建

築分野では「実を結ば
なかった」とされてしまっ

ている。｜藤村_設計プロセス論は、ITを経由して戻ってきた感覚があ

る。｜藤村_首都大学でのワークショップでの実践。設計のプロセスを
共有することが重要である。｜藤村_1962年　磯崎さんの『Incubation 

Process』。東京の空撮写真の上に楔を打ち込み、針金でつないでいく
インスタレーション。｜藤村_1997年の『海市』。最初に提示した模型が
切り刻まれたりして、最終的には模型がなくなってしまった。だが、このプ
ロセスには都市設計の姿が明示されているのではないか、というのが
当時の意見だった。｜藤村_そのような都市計画のあり方に対して提案

したのが『海市2.0』。昨年GYREでプロセスを提示しながら模型に

変更を加えていった。97年の海市と異なる点は毎週毎週アイディアを蓄

積し、履歴を残す事。｜藤村_アイディアの積み重なりには成果があった

が、それぞれの案相互のコミュニケーションがなかったという反省から北
浜でのワークショップを行った。｜藤村_プランナー／ステークホルダー／
マネージャーという役割分担でワークショップを行った。｜藤村_例えば

「横浜港のインナーリングを強調するために軸線を内側に向ける提案」
「海の玄関的なスペースを作る」「機能を元にゾーニングする」などを元
にWSを行った。｜藤村_一週間経つとステークホルダーが変わるシス

テム（＝人事異動）で前回の案を踏襲しながら発展させていった。｜藤村
_以上のシステムがあったからこそ、案を元にセッションしながらWSが

行えたように思う。｜藤村_ステークホルダーの最初の提案は「敷地全
体をスポーツのまちにできないか」など大きな話が主だったが、回を進む
につれ「隙間をどうデザインするか」など細かく、具体的な提案にシフト
して行った。｜藤村_アーキテクトとしての建築家というのが意味を持って

くるのではないか。｜藤村_集団的想像力について。1945－1970年 理想

の時代。都市の時代。都市デザイナー1970－1995年 虚構の時代。住
宅の時代。住宅デザイナー。1995年－ 動物の時代。身体の時代。職人。
2011年－ アーキテクチャーの時代。｜藤村_人 の々コミュニケーションの

下部構造をデザインする。｜
―

藤原_LIVE ROUND-

ABOUTはもって帰るイ

ベント。今回は何かを置
いていって欲しい。｜藤原
_建築のモニュメンタリ

ティはコンセプトの問題

ではなく、道具的な使い
方を考えるべき。｜藤原

_記憶がつながっていることの総体が人生である。｜藤原_ノーテーショ

ン批判をしたい。心理的なアンカーに対して地図が存在している。｜藤
原_チームX。近代建築を批判した最初のグループ。多様性を持たな
いことに対するアンチテーゼであった。  ｜藤原_OMAのIIT。外観の
分かりやすいシンボリズムと、様 な々機能が錯綜している内部空間の矛

盾。｜藤原_アーケイドは日常生活がロマンティックに見える場所でもあ

る。｜藤原_なんとなく状況が混ざってしまう事は建築家が介入しなくて

も作れてしまう。  ｜藤原_「港のスペクタクル」のマップには意味のなさ
そうなものとシンボリックなものが同時に描かれている。｜藤原_横浜と

いう都市は情報だけを辿って一日が終わるのではなく、偶発性な出来
事を発見していくことの方が楽しい。｜藤原_「ドリフターズ・サマースクー
ル」。即興のダンスが伝染して連続していく。｜藤原_ノーディレクション

には難しさと可能性の両方がある。｜藤原_誰もがディレクターになれる

という可能性を元に、サマースクールはテーマを掲げずに行った。｜藤原
_「表層的だ」という批判を受けたが、否定的な意味ではなく、改編可
能性を示唆しているのだという事に気づいた。

［メジロスタジオ］
fujiwalabo いき なり今 日一日を 総
括しそうな 思 想 が で てきた。RT @
sandotakuto 地球家族！ これ、まじでお
もしろい。というか僕の思想のベース！！！
takahitoito アノニマスでありながら個性
があるような、混沌と秩序、矛盾。パラド
クス！！
fujiwalabo 「実情をかっこにいれる」「自
由で」あたりがメジロらしい。
ryuji_fujimura 外国人から見た東京と
いう視点。アトリエワンみたい。
yukitama_ 勝者と敗者は即座に反転可
能な社会。3.11以後みんな共有してる認
識なのでは
ryuji_fujimura 多数派に対して建築家
がどうコミットしていくのか。与条件の咀
嚼。郊外。
takanobun 「立野の住宅」は、ある種保
守的なお客さんの保守的な住宅プラン
を、「収納足りないですよね？」などと一つ
一つ説得して新しいデザインフィールド
の実験場となった。
takahitoito 不動産が使うような一般的
な建築言語（ldk・角部屋とか）のコラー
ジュが、結果的に全く逆の、異質なものに
再構成されるダイナミックさ

［末光弘和］
ryuji_fujimura 初めて聞いたときには6
つもキーワードがあっても覚えられない
よ！と思ったが、だんだん覚えられてきた
w
ryuji_fujimura 精密な調査によって読
み込まれた環境。山梨さんらのソニーシ
ティ大崎を思い出す。住宅版データベー
ス型地域主義なのでは。
hiro_tsuboi 僕が構造設計したのがいっ
ぱい紹介されてる。行けばよかったかな。
ryuji_fujimura 環境アルゴリズム。キ
ターー。
daisukehurusawa 末光さんはパドック
から本レースへ抜け出た感があるので、
住宅の説明なのに公共建築のプレゼに
見える。
babakanenobu 環境性能の話が身体性
を超える とき。環境の公共性というのは
都市的にも可能性がある。

［山道拓人］
fujiwalabo いきなり世代間圧力！？RT 
@ryuji_fujimura: 「建築家は社会学者
の引用ばっかりだったから」っていうけどそ
んな人いなかったけどね。2007年当時。
fujiwalabo 世界把握、リアリティ獲得の
ために踏み出すツールとしての建築とい
うことかなあ。
ryuji_fujimura 『JA82』のプロジェクト。
福島第一原発の上に立つコンクリートの
ピラミッド。QRとかやっていたのに、いき
なりペーパー上のモニュメントになった。
保守派への転向では。
ryuji_fujimura 「未完の民家」。すごく東
工大的なタイトル。
fujiwalabo みかんのみんか。
fujiwalabo 予算はゼロってさらりと言う。
ryuji_fujimura 改修を「建築の普遍的
な次元まで拡大」。これも随分保守的に
聴こえるな。
daisukehurusawa 未完の民家。身体を
動かしてセルフビルド系。いきなりリアル
な提案へ移行。
koichi_katayama Share is More!! や
られた感ある。
fujiwalabo ドリフのテーマにもつながる
ね。良い言葉。RT @sotb2011: 「カラフル
な社会構築」これは世代間に共有されて
いる気がします。
fujiwalabo どうしよう。RT@babakanenobu: 
身近な身体性と仮想空間へのジャンプ、
その間はどうする。
maa20XX 多様な主体の参加を許容する
プラットフォームとしての建築なのではな
いでしょうか？ RT@fujiwalabo: カラフ
ルな社会構築における建築の役割とは
何だろうか。

［noma］
babakanenobu 社会と個人、全体と部分
の並存の為に何が必要か考える。それを
真っ正面から志向すると分裂するのかし
ら.....。
ikasamaya 読 ん で る。RT @ryuji_

fujimura: RT @TeamROUNDABOUT: 
FACEBOOKにて、TRAがレビューのた
めのメモを投稿しています。
h_suemitsu nomaのプレゼスタート。
伊藤くん、藤末さんらを中心とした学生
団体。ドリフは、フジワラチルドレンの育
成所？ 今日の集まりの趣旨が見え隠れ
して来た。
fujiwalabo カモフラージュ(メジロ)、カラ
フル(山道)、コラージュ(noma) なにやら
言葉のイマジナリーラインがあるね。
fujiwalabo そうだと思いますが、多様
な主体は卓袱台をひっくり返したい人
が多い。RT@maa20XX: 多様な主体の
参加を許容するプラットフォームとして
の建築なのではないでしょうか？ RT@
fujiwalabo: カラフルな社会構築におけ
る建築の役割とは何だろうか。
h_suemitsu 今日の不思議な組み合わ
せは、学生に最も影響力のある若手建築
家2人、藤原徹平vs藤村龍至の団体戦
なのね。最後は、大将対決？

sandotakuto nomaの手法は、僕の考え
ているカラフルな社会構築といったコン
セプトに通じる。
babakanenobu 状況から自分たちで作
る。ゴールはどこだ。
fujiwalabo どんな本質が見えるのだろ
うか。RT @TeamROUNDABOUT: 伊藤：
建築・アート・ダンスなどクリエイション境
界を取り除くことでそれぞれの本質がみ
えてくるのではないか。
h_suemitsu 藤原さんは、徹底的に広角
にクリエーションの幅を広げ豊かさを求
め、藤村くんは、建築家のあり方を徹底
的に掘り下げながらストイックに模索す
る感じ。この2番手対決には、その傾向
が如実に現れている。だから、藤原さん
には、ガールズが、藤村くんには、ボーイ
ズが集まるのか。
strito 学生さんのプレゼンは、自分の関
与具合による愛の偏りが内容をわかりに
くくしているなー。自分の興味だけでは
なく、対象の視点を想像しながら喋って
欲しい。

［藤村龍至］
sandotakuto アーキテクトの時代
h_suemitsu いよいよ、大将対決。まず
は、藤村くんプレゼスタート。
sandotakuto 形の合成に関するノートの
読み直しは、僕も興味がある
sandotakuto 教育のプロセスへ応用す
るというのは社会意義深い。日本のコン
セプトを海外へ輸出するということはこ
れから必要なこと。
h_suemitsu 磯崎さんの引用、キター。
sandotakuto 情報空間が今ほど成熟し
ていない時代に、こういうコンセプトをひ
ねり出せるのは、凄いな。  
babakanenobu 系譜をきちんと受け止め
ようとしている。誠実である。
fujiwalabo プロトタイプはなぜ磯崎さん
のままなのだろうか。
h_suemitsu やっぱり、藤村くんには、こ
のプロセス論を公共プロジェクトで、是
非実践して欲しいな。今、課題やワーク
ショップでやっているのは、模擬訓練。
orihihs0y WSの枠組みを「設計」したと
いったのが印象的。  
fujiwalabo 人事異動歓迎会のメタファー
としての昼食会。
orihihs0y ボトムアップの時代のアーキ
テクトのマニフェストのあり方。  
koji_A0KI たしかに北仲のワークショッ
プの話はインパクトが大きいだろうな。
チューターして参加させていただいたが、
やはり刺激的なイベントだった。  
babakanenobu 現実をモデル化してプラ
クティスするのは考えて見たらサービス業
など他業界では当たり前かもしれない。 
fujiwalabo 大西麻貴＝後藤新平説。
strito 多様な主体を受け入れるシステム
をマニフェストにするのは良いのだけど、
その場合成果に対する評価は放棄する
のだろうか。ずっと藤村くんに対して抱い
ている疑問。  
koji_A0KI まさに先日、北仲の経験を経
てコンペに参加しようとしていたよ。次の
実践のフェーズとして、コンペは面白いか
も知れない。RT@daisukehurusawa こ
のボトムアップ方式でコンペに勝てるの
であろうか。隣にはコンペ連勝の末光さ
んがいるのでつっこみ希望。
orihihs0y アーキテクト2.0近日発売ｗｗ

［藤原徹平］
sandotakuto 「モニュメント/インディビ
ジュアリティ」 
ryuji_fujimura twitterだと言いたい放
題ツッコミ入れられる件。盛り上がってい
るのでは。
ryuji_fujimura 表ではみんな静かに聴
いているけれど、裏では言いたい放題w
sandotakuto 道具。そうだと思う。レムに
とっても、そうだったと思う
sandotakuto 藤原サンの地図批判。これ
はハーヴェイの関係空間/絶対空間/相
対空間にもつながってくる
orihihs0y 多様性を持たない。近代に対
するアンチ。アレクサンダーは仕組みで
乗り越えようとした。  
sandotakuto 外が持つシンボリズム性、
内部の迷路性 
babakanenobu シンボリズムと状況そ
のものの適度なブレンドが建築を豊か
にする
babakanenobu 誤読の容認
sandotakuto 間違えたって良いじゃんと
いうおおらかさを持ったプラットフォーム。
包摂性を内包するということですよね。リ
ラックス。こういう肌感は、超重要。
orihihs0y 盛り上 がってまいりまし
たーーーーーーーーーー 
ryuji_fujimura プロセスというとモニュ
メンタリティがなくなるという話がそもそ
もおかしい。プロセスを操って最もモニュ
メンタルなものを作れる奴が勝つ。そう
いう時代なんじゃないの。  
ryuji_fujimura ディレクターがいない!! 
ということの可能性。まさにそれだね。
koichi_katayama No Direction。ディレ
クターがいないことのおもしろさと、難し
さ。これはホントにわかる。だからshare
が出てくるのかなと思う。
sandotakuto 濃密。脳がヒートアップ。  

TL-01 TL-02WALL-01 RT-02RT-01 WALL-02

 1A_MEJIRO STUDIO

 1B_HIROKAZU SUEMITSU

 2A_TAKUTO SANDO

 3A_RYUJI FUJIMURA

 2B_noma

 3B_TEPPEI FUJIWARA




